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Product Showcase

Photo : Nakamura Tohru

今使っているプリンターをそのままネットワークに接続できる便利

な箱、プリントサーバー。個人からSOHOまでのネットワークを

ターゲットに、使い方とOS環境で大胆にタイプ分けして、選択

肢を絞り込む手法を提案する。この記事で自分に適したプリント

サーバーを見つけ出してほしい。

梅垣まさひろ

プリントサーバー
購入ガイド

プリントサーバーでネットワークの
あれこれを解決
「ウィンドウズ98のプリンター共有で十分に

間に合っている」、「ウチはウィンドウズNTサ

ーバーがあるから、プリントサーバーはいらな

い」と思っているアナタ。確かに、現状では何

も困っていないかもしれない。しかし、これか

ら先の印刷環境で起きてくる「困った｣、「どう

すりゃいいの」に、プリントサーバーを使うとう

まい具合に解決できるケースがあるのだ。そ

のストーリーは次のとおりだ。

まず、個人ネットワークでのケース。コンピ

ュータを2台所有するユーザーは、ウィンドウ

ズのプリンター共有を利用するというのが一

般的だろう。だが、たまたまプリンターのつな

がっていないコンピュータで印刷したくなった

とき、もう1台のコンピュータを起動するのは

面倒だと感じたことはないだろうか。1万円を

切る安価なプリントサーバーを導入するだけで、

こんな面倒から解放される。直結型のプリン

トサーバーなら、プリンターと一体で電源を管

理していればよく、電源を入れさえすればすぐ

に印刷が始められる快適さが手に入る。

似たようなことは、オフィスでもあるだろう。

しかも、プリンターをつないだウィンドウズ98

マシンの電源を入れっぱなしにしておくのは電

力の無駄使いだし、セキュリティー面からも好

ましくない。それに、印刷ジョブが流れ始めた

途端、コンピュータの動きがガクンと鈍くなる

という経験をした人も多いはずだ。ウィンドウ

ズNTサーバーを使っている場合でも、印刷ジ

ョブがサーバーのパフォーマンスを著しく低下

させることは周知の事実だ。サーバーのロー

カルポートに接続していたプリンターをプリン

トサーバー経由に変更するだけで、サーバー

の負荷を大きく軽減できる。クライアントやサ

ーバーによらず、プリンターポートにデータを

送り込む処理はCPUパワーを食う仕事なの

だ。その仕事をプリントサーバーに肩代わりさ

せる、つまり分散処理することで、サーバーは

本来の仕事にもっとパワーを割けるようになる

のだ。
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「環境」で決めるプリントサーバー
プリントサーバー選びは「環境」で決まる。プリンター1台を共有したい個人レベルの小さなネッ

トワークから、複数のOSを利用するSOHOまで、ネットワークの規模とOSの種類でプリントサ

ーバーを3つに分類してみよう。

環境に応じてタイプ別に選定する

実際にプリントサーバーを導入するにあたっ

て、まずは導入するネットワークがどのように運

用管理され、どのように印刷ジョブが流れてい

るのか、あるいは印刷環境をどう改善したい

のかを押さえておく必要がある。ポイントとな

るのは、ウィンドウズNTに代表されるサーバ

ーOSの導入の有無、専任の管理者がいるか

どうか、マッキントッシュやUNIXを含めてOS

混在のプリンター共有が必要かどうか、プリン

ターは何台あるのかといった点だ。これらの環

境で使うためにはプリントサーバーにどのよう

な機能が求められるのかも、併せて考える必要

がある。大規模ネットワークならば、印刷に使

うプロトコルも慎重に選ぶ必要があるし、イ

ンストールやメンテナンス作業の容易さも欠か

せない。一方、個人や小規模ネットワークで

は、インストールや運用の簡単さのほかに、設

置場所を考えるとコンパクトさもポイントとなる

だろう。

ウィンドウズのみの環境

まず、もっとも重要なのがクライアントとし

て使われているOSの種類だ。もちろん現在の

主流はウィンドウズ95、98だが、場合によって

はウィンドウズ3.1が動いていたり、NetWare

が頑張っていたりするケースもあるだろう。ま

た、個人でもウィンドウズとマッキントッシュを

一緒に使うユーザーもいるようだ。ここで選

択の分かれ目となるのが、ウィンドウズだけの

環境なのかどうかという点である。一般に、

低価格のプリントサーバーはマッキントッシュ

（AppleTalk）には対応しない。しかも、Net

BEUIやIPX/SPXなど大規模ネットワーク向

きではないプロトコルが主流だ。しかし、ウィ

ンドウズのみの比較的小さなネットワークでは、

こういった低価格なプリントサーバーでも十分

に活用できる。設定が簡単で手軽に導入でき

るし、管理も簡単なので専任の管理者も不要

だ。何か問題が起きたとしても、電源を入れ

直すだけで復旧できる。

ウィンドウズとマッキントッシュ

の混在でサーバーのある環境

しかし、マッキントッシュが混在する環境と

なると、話は少しややこしくなる。というのも、

マッキントッシュでプリンターを共有する場合、

Post Scriptという厄介な問題があるからだ。

マッキントッシュのネットワークプリンター共有

では、PostScriptプリンターが前提となって

おり、今流行のDAVEなどのファイルやプリン

ター共有ソフトを使ったとしても、PostScript

は必須なのだ。これを解決するのが、ウィンド

ウズNT4.0サーバーの「Printer Server for

Macintosh」だ。これを使うと、マッキントッ

シュからはNTサーバーがAppleTalk上にある

PostScriptプリンターのように見えるようにな

る。ウィンドウズNTサーバーは、マッキントッ

シュの出力したPost Scriptを自分の管理する

プリンターで扱えるイメージに変換して印刷し

てくれる。UNIXでも、AppleTalkの機能を

UNIX上で実現するソフトウェアの「netatalk」

と、PostScriptを非PostScriptプリンターで

Type
Ⅰ

Type
Ⅲ

タイプ分けと価格帯早見表

TypeⅠ TypeⅡ TypeⅢ 

1万 

2万 

3万 

4万 

5万 

6万 

7万 
価格帯 

個人（家庭レベル） 

SOHO / 中小企業レベル 

SOHO / 中小企業以上 (1ポート 簡単 
低価格 (NTサーバーなし マルチプロトコル 

マルチポート 

( TCP/IP印刷 NTサーバー 
トータルコスト高い 

プリンター 
プリント 
サーバー 

Win 
95

Win 
98

ハブ 

PostScript 
プリンター 

プリント 
サーバー 

Win 
95

Win 
98

Mac

ハブ 

プリント 
サーバー 

Mac

ハブ 

Win98 UNIXNT

( TCP/IP印刷 NTサーバー 
トータルコスト高い 
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印刷できるイメージに変換できるソフトウェアで

ある「ghost script」を使って、同様なことが

可能だ。ただし、これらの方法にはサーバー

OSの保守管理という問題がつきまとう。専任

管理者を置ける場合はいいが、そうでない場

合はこれらのOSの管理は面倒で、コストもか

かる。現実には、SOHOクラスのネットワーク

で管理者を置くのは難しいというのが現状だ

ろう。

ウィンドウズとマッキントッシュ

の混在でサーバーのない環境

そこで、サーバーを使わずに異種のOSが混

在する環境でプリンターを共有する方法を考

えてみよう。まず、マッキントッシュでもプリン

ターを共有したいのならPostScriptプリンタ

ーが必須だ。マッキントッシュの台数が少ない

のなら、今回のテストで使用した沖データの

MICROLINE 600PSⅡのような、パラレルポー

トとLocalTalkインターフェイスを両方持ち、

ウィンドウズとマッキントッシュを自動切り替

えで利用できるプリンターを選ぶのも賢い方法

だ。ただし、この場合、AppleTalkはすべて

LocalTalk経由で使うことになるので、ファイ

ル共有時のスピードが確保できず、マッキント

ッシュの台数が多いとおすすめできない。この

ようなケースには、Apple Talkに対応した

プリントサーバーを使うことで解決できる。

AppleTalkに対応したものには高級機が多く、

価格がやや高めではあるが、サーバーOSを導

入することを考えればはるかに手軽で安価だ。

またマッキントッシュを使わない場合でも、

Windows Printing Systemなどを採用した

ものなど、特殊なプリンターだとプリントサー

バーでは動作しないものがあるので注意した

ほうがいい。

プリンターの台数で選定する

プリンターを何台使用するか、あるいはどの

くらい増設する見込みがあるのかもプリントサ

ーバー選びには重要なポイントだ。今回紹介

する機種の中では、プリンターと一体で使用す

る直結型1ポートタイプから3ポートのものま

であり、接続できるプリンターの台数が決まっ

てくる。将来プリンターを増やす見込みがある

のなら、多ポート（マルチポート）の高性能

機を選択するのも悪くない。ただし、プリンタ

ーとの接続はパラレルケーブルのものが多い

ので、3台のプリンターを別々の場所に置きた

い場合などは、管理は面倒だが1ポートタイプ

を使ったほうがいい。特にポート直結型の1ポ

ートプリントサーバーは、プリンターケーブルを

延長する代わりにイーサネットケーブルで延長

するという考え方で使えるので、プリンターの

設置場所の自由度がグンと向上する。台数が

増えると面倒な管理は、プリントサーバーの機

種を統一することで回避できるだろう。日本ヒ

ューレット・パッカードのプリントサーバーに付

属する「JetAdmin」のような、複数のプリン

トサーバーを一元的に管理できるツールがあ

れば管理はかなり楽になる。

設定や管理の簡便さで選定する

最後に、プリントサーバーの設置と管理と

いう視点から指摘しておこう。まず、一般に対

応するプロトコルが豊富なものほど、設定項目

Type
Ⅱ

テストでは、SOHO環境で人気のレーザー

プリンター「キヤノンLaserShot LBP-320

Pro」と、LocalTalk搭載でマッキントッシュ

への対応も万全なPostScriptプリンター「沖

データMICROLINE 600PSⅡ」を使用した。

LaserShot LBP-320 Proは、600dpiのプ

リンターだが、ドットをさらに微細に制御するス

ーパースムージングテクノロジーと呼ばれる技

術により、2400×600dpi相当の印字を可能

にしている。印字速度もA4サイズで6枚/分と

SOHOクラスとしては高速で、オフィス用のプ

リンターとして最適だ。今回は、ウィンドウズ環

境での印刷テストに使用した。本機にはオプ

ションとして、Macintoshに対応する高速シリ

アル-パラレル変換ケーブル「NetHawkSP-

320」と、LocalTalk接続が可能になるアダプ

ター「NetHawk mini-LT」がある。プリント

サーバーを使わずにマッキントッシュから印刷

する場合には、これらのオプションを利用する。

MICROLINE 600PSⅡは、パラレルポート

に加えてLocalTalk対応ポートを標準装備し

たレーザープリンターだ。両方のポートを利用

できるので、マッキントッシュとウィンドウズが

混在する環境で使いやすい。印刷ジョブも、

ウィンドウズとマッキントッシュを自動判別して

印刷する機能を持つ。PostScriptなので価格

はやや高いと感じるかもしれないが、Adobe

純正のPost Script Level2の搭載機としては

破格の値段であり、UNIXからの印刷といった

ケースでも対応できる高いパフォーマンスを持

ったレーザープリンターだ。

また、今回テストしたすべてのプリントサーバ

ーでは、2台とも印刷が可能だったことを付け

加えておきたい。

今回テストで使ったプリンター

キヤノン LaserShot LBP-320 Pro
79,800円
URL：http://www.canon-sales.co.jp/

Product/LBP/LBP-320Pro.html

沖データMICROLINE 600PSⅡ
118,000円
URL：http://www.okidata.co.jp/
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が多くて管理も複雑で、それぞれのプロトコル

についての一定の知識が要求されることにな

る。たとえば、AppleTalkを設定するケースで

は、zoneに関する知識が必要だ。また、

DHCPクライアント機能を持つものの場合は

IPアドレスの設定は簡単になるが、IPアドレ

スが固定できないとTCP/IPでの印刷はかえ

って面倒になる。そんな場合は、DHCPサー

バーでプリントサーバーに固定のIPアドレスを

割り振ると管理がしやすい。このように、それ

ぞれのネットワークプロトコルに応じて管理ポ

リシーを明確にしておく必要が出てくるのだ。

また、ポートモニターを使ったピア・ツー・ピア

印刷をする場合、個々のクライアントにポー

トモニターをインストールする煩わしさがある。

これを解消するにはプリントサーバーに接続さ

れたプリンターをネットワークプリンターとして

認識できるSMB対応のプリントサーバーを選

ぶとよい（表2参照）。

あなたのネットワークタイプを決定！

ここまでプリント環境に焦点を当てて、ネッ

トワーク環境という面からプリントサーバーの

役割を考えてきた。その視点から、3つの典型

的なタイプのネットワークを考えてみることにし

よう。その切り口は、ウィンドウズのみの小規

模ネットワークか複数のOSが混在するかとい

う視点と、ウィンドウズNTサーバーなどのサ

ーバーOSの有無の2点だ。それぞれのタイプ

で必須となる機能をまとめたのが右の表だ。

表1はタイプごとに各項目の重要度が一目で

わかる。TypeⅠならIPX/SPXプロトコルに対

応しているものであればよい。TypeⅢなら、

TCP/IPプロトコル対応やウィンドウズNTサー

バーが必要だが、マルチプロトコル対応という

のは特に必要のない機能だ。表2は次ページ

以降で紹介するプリントサーバー15機種のポ

ート数と対応プロトコルを一覧表にしたもの

だ。これにより、価格との対比で検討すると

いいだろう。なお、今回はあえてプリントサー

バーをタイプ分けしたが、高機能機はどのタイ

プでも適合できるケースがほとんどであること

はいうまでもない。

IPX/SPX TCP/IP マルチ NTサーバー PostScript マルチポート
プロトコル プリンター

TypeⅠ ○ × × × × ×

TypeⅡ × ○ ○ × ○ ○

Type Ⅲ × ○ × ○ △*1 ○

表1  ネットワークタイプ別必須機能

Type
Ⅰ

・個人から小規模ネットワーク
・OSはウィンドウズのみ
・プリンターは1台

Type
Ⅱ

・SOHOクラスのネットワーク
・サーバーはない
・マッキントッシュとウィンドウズ
の混在環境

Type
Ⅲ

・SOHO以上のネットワーク
・サーバー導入済み
・マッキントッシュとウィンドウズ
の混在環境

○＝必要、△＝必要に応じて、×＝不要

＊正確な印刷出力が必要なDTPなどでは、PostScriptプリンターを使う必要がある

製品名 パラレル シリアル IPX/ Net SMB TCP/ Apple 標準価格
SPX BEUI IP Talk

Type Mini 1* － ○ ○ × × × オープン

Ⅰ NetHawk WinPrint 1* － ○ × × × × オープン

PrintServer201 1* － ○ × × × × 15,800円

P CRAB mini 1* － ○ ○ ○ ○ × 17,800円

Type LPV-TX － 2 ○ ○ ○ ○ ○ 39,800円

Ⅱ LAN-PSVF3 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ 46,800円

KP-601RS 1 － ○ ○ ○ ○ ○ 49,800円

AXIS5600 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ 59,800円

HP JetDirect 500X 3 － ○ × ○ ○ ○ 64,800円

NetportExpress 10/100 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ 68,000円

Type PrintPro97 1* － ○ ○ × ○ △ 32,500円

Ⅲ LD-1PSTM 1 － ○ ○ ○ ○ × 34,800円

P-NET(PS)100TX 2 1 ○ ○ ○ ○ △ 48,000円

ET-FPS3 － 3 ○ ○ × ○ × 69,800円

LANpress2P/ 100 － 2 ○ ○ ○ ○ × 77,000円※

表2  ポート数＆対応プロトコル一覧

* 直結型

※ 5月中旬からの価格

216ページ

218ページ

220ページ
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ウィンドウズのみの環境で使えるプリントサーバー
個人やSOHOで使える安価なプリントサーバーが増えてき

た。プリントサーバーはオフィスで使うモノという固定観念

はもう捨てたほうがいい。
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スケルトンタイプの直結型プリントサーバー

1万円を切った低価格とスケルトンのデザイ

ンが特徴の手軽な直結型。対応プロトコルは

NetBEUIとIPX/SPXで、ポートモニターを使っ

てピア・ツー・ピア印刷するか、NetWareを使う。

なお、管理ツールを動かすにはコントロールパネ

ルの設定で「Netwareネットワーククライアント」

Mini
プラネックスコミュニケーションズ（株）
オープンプライス（参考価格9,800円）
サイズ ：52.5（W）×22（H）×59（D）（mm）
問い合わせ：0120-415-976
URL ：http://www.planex.co.jp/

をインストールする必要があるので注意するこ

と。直結型なのでプリンターと一体で管理でき、

個人ユーザーはもちろんSOHOクラスにもおす

すめできる。ただ、ユーティリティーなどがすべて

英語なのが難だ。気にしなければ簡単に使える

が、できれば日本語化しておいてほしいものだ。

とにかくインストールが簡単な直結型

IPX/SPXにのみ対応し、ウィンドウズ環境の

みをサポートするプリンター直結型。ウィンドウ

ズ95、98用とウィンドウズNT用のセットアップ

ディスクが付属し、ピア・ツー・ピア印刷および

IPXプロトコルによるクライアントサーバーによ

Print Server201
アクトンテクノロジィ（株）
15,800円
サイズ ：52.5（W）×22（H）×59（D）（mm）
問い合わせ：03-3257-9809
URL ：http://www.accton.co.jp/products/

SohoBasic/print/print.html

るプリンター共有をサポートする。今回試用し

た中では、ピア・ツー・ピア印刷に関してもっと

も設定が簡単なプリントサーバーだった。とにか

く簡単に導入したいユーザーには最適だ。

■ プリンターをそのままネットワーク化

このタイプに属する1ポートのプリントサー

バーの場合、「サーバー」というよりもシリアル

ポートをイーサネットポートに変換する「アダプ

ター」と呼ぶほうがふさわしい。特に、プリン

ターポートに直結できるタイプのものは、プリ

ンターケーブルで延長する代わりにイーサネッ

トに変換して延長するというようなメディア変

換的な考え方で導入してもよい。コスト面で

も、もっとも安いプラネックスコミュニケーショ

ンズの「Mini」が参考価格で9,800円と、個

人の場合でも十分に手が出る価格になってき

ている。パソコンを2台以上持っていてネット

ワークを利用しているユーザーなら、印刷した

いときに、わざわざプリンターの接続してあるパ

ソコンを起動する手間はもうかからない。アク

トンのPrint Server201、新潟キヤノテックの

NetHawk WinPrintなど、IPX /SPXプロトコ

ルのみをサポートしたシンプルな機能のものは、

インストールが簡単で手軽にプリンターをネッ

トワーク化するアダプターとして利用できるだ

ろう。1ポートタイプのプリントサーバーは今回

紹介したもの以外にも数多くの製品が発売さ

れ、実売2万円以下のものが増えてきている。

■ このタイプは価格と簡便さで勝負

このタイプのプリントサーバーでは、とにか

く価格と設定の容易さで選ぶのがポイントだ。

ネットワークの規模が大きく印刷量が多いの

ならともかく、パソコン3台程度のSOHOクラ

スのネットワークではたいした管理機能はいら

ないはずだ。プリンターにつないでおけばどこ

からでも印刷できる手間いらずのものがいい。

SMBに対応していないポートモニター式のも

のでも十分だ。ただし、気を付けたいのはオ

フィスの場合だ。個人の場合は人が増えてネ

ットワークが大きくなるケースはあまりないだろ

うが、オフィスの場合はネットワークが成長す

ることを考えた機種選定が必要になる。たと

えば、もしかしたら数年後にはウィンドウズNT

サーバーを導入するかもしれないと考えるのな

ら、TypeⅢの中から選ぶべきだし、1年以内

にマッキントッシュの混在環境になる可能性が

あるのなら、TypeⅡに投資しておくのも悪く

ない。ほかのネットワーク機器にも通じること

だが、将来の設計を見越したネットワークのプ

ランニングが必要なのだ。

<TypeⅠ>

・個人から小規模ネットワーク

・OSはウィンドウズのみ

・プリンターは1台

このタイプの人は……
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IPX/SPXのみ対応の低価格プリントサーバー

キヤノンのプリンター対応ネットワークカード

などでお馴染みの、新潟キヤノテックが発売する

プリンター直結型。対応プロトコルはIPX/SPX

のみで、ポートモニターを使ったピア・ツー・ピア

印刷だけをサポートする。本体が小さく、プリン

NetHawk WinPrint

新潟キヤノテック（株）
オープンプライス
サイズ ：57（W）×20（H）×55（D）（mm）
問い合わせ：025-244-6445
URL ：http://www.niigatacanotec.co.jp/new/new.

html

ターケーブルのコネクターぐらいの大きさなので、

どんなプリンターでも利用可能だ。設定の手軽

さが際立っており、個人や小規模ネットワークに

最適だ。

インターネットプリント機能搭載

IPX/SPX、NetBEUI、TCP/IPの3つのプロ

トコルに対応し、ウィンドウズNTのLPRやUNIX

の印刷もサポートする直結型。管理ユーティリ

ティー「PS Admin」以外にtelnet設定やSNMP

機能と、高級機並みの機能を誇る。特に注目

すべき点はインターネットプリント機能だ。メー

P CRAB mini
関西電機（株）
17,800円
サイズ ：55（W）×20（H）×52（D）（mm）
問い合わせ：082-877-5190
URL ：http://www.kansai-elec.co.jp/products/

crab/kns-ps10d/

ルサーバーにプリントサーバーの専用のアカウン

トを作成しておき、クライアントとなるコンピュー

タに「PS-Iprintユーティリティ」をインストール

すると、インターネット経由での印刷が可能とな

る仕組み。小さいながらも、充実した機能が魅

力のプリントサーバーだ。

プリントサーバーの導入で、ネットワークのどのパソコンからでもいつ

でもすぐに印刷できる環境になる。また、プリンターを接続していたパ

ソコンを印刷ジョブの負荷から解放できる。

プリンタードライバーを手動でインストールする必要がある。また、一

部の特殊な仕様のプリンターはプリントサーバーで利用できないことが

ある。

実際にプリントサーバーを導入してみると、

単にプリンターをネットワークに接続したとい

うだけにとどまらない効果を実感できる。どの

コンピュータからでもすぐに印刷できるのは当

然だが、それに加えて実際に印刷処理をして

いるパソコンのパフォーマンスもよくなっている

のがわかるだろう。つまり、印刷しながら別の

仕事を始めたときのパフォーマンスに違いが出

るのだ。ウィンドウズのプリンター共有を利用

する場合、プリンターを接続してあるパソコン

がハングアップして印刷ジョブが消えてしまっ

たり、突然エラーを起こして印刷できなくなっ

たりするといったトラブルに悩まされるケースも

少なくないが、プリントサーバーではそういった

トラブルは起きにくい。また、トラブルが起きて

もプリントサーバーやプリンターをリセットする

だけで簡単に復旧できるのだ。

プリントサーバー導入の効果
ウィンドウズのプリンター共有を利用した場合 

プリンターケーブル 

イーサネットケーブル 

プリント 
サーバー 

ハブ 

負荷 

プリントサーバーを利用した場合 

ハブ 

負荷 
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OS混在環境で使えるプリントサーバー
TypeⅠよりやや大きめのネットワークで、ウィンドウズとマ

ッキントッシュが混在する環境を想定。ただし、サーバーOS

は導入したくない場合に対応する。

IPPにも対応した3ポート高性能プリントサーバー

双方向パラレルポートを3つ持つ高性能マル

チプロトコル対応製品。管理ツール「JetAdmin」

はウィンドウズからUNIX、OS/2と幅広いOSに

対応し、どんなネットワーク環境でも利用できる

守備範囲の広いユーティリティーだ。印刷もほ

HP JetDirect 500X
日本ヒューレット・パッカード（株）
64,800円
サイズ ：279（W）×37（H）×138（D）（mm）
問い合わせ：03-3335-8333
URL ：http://www.jpn.hp.com/GRP2/peripherals/

prtsvr/product/external.html

とんどのOS環境に対応しているので、将来的

なプリンターの追加やネットワークの拡張にも安

心だ。最新規格のInternet Printing Protocol

にも対応済み（222ページ参照）。

設定ツールがわかりやすい本格派プリントサーバー

低価格ながら双方向パラレル×2、シリアル×

1の3ポートを持つマルチプロトコル対応製品。

DHCPクライアントやSNMPによる管理機能、

telnetでの設定対応など、機能的に見てもトッ

プクラスの一角を占める製品といえる。ポートご

LAN-PSVF3
ロジテック（株）
46,800円
サイズ ：190（W）×30（H）×116（D）（mm）
問い合わせ：03-5600-1458
URL ：http://www.logitec.co.jp/goods/lan/

lanpsvf3.html

とに稼動を知らせるLEDがあるため、動作状態

も簡単に把握できる。設定ツール「PS Admin」

は、設定からトラブルシューティングまで利用で

きるツールで、直感的なGUIが理解しやすい。

■ サーバー管理の呪縛から逃れる

このタイプは標準的なSOHOクラスのネッ

トワークで、マッキントッシュが混在するケース

だ。こういった混在環境ではTypeⅢのように

ウィンドウズNT4.0サーバーなどのサーバーOS

を導入することによってネットワークを構築する

のが正統派なのだが、サーバーOSには厄介な

保守管理という問題が付きまとう。ウィンドウ

ズNT4.0サーバーはインストールや基本設定

だけなら簡単なのだが、いったんトラブルが発

生すると途端に手に負えなくなる。また、バッ

クアップが必要になり、にわか管理者の手間

は増えるばかりだ。そこで、逆転の発想だ。手

間のかかるサーバーは置かず、プリンターに関

してはプリントサーバーに任せてしまおうとい

うのがこのタイプの戦略だ。

■ マルチプロトコルの限界を知る

マッキントッシュ混在環境の場合に注意した

いのが、プリンターの選択だ。マッキントッシュ

でのプリンター共有はPostScriptプリンター

を使うというのが基本だ。それ以外のプリン

ターでもごく一部の機種で例外的に利用でき

るケースはあるようだが、本格的にプリンター

を共有したいのならPostScript対応のプリン

ターが必須だ。プリントサーバーにAppleTalk

対応のものを選ぶ必要があるのは当然だが、

すべてのプリンターで共有が実現できるわけで

はないことを理解しておこう。どうしても非

Post Scriptプリンターを共有したいなら、

TypeⅢのウィンドウズNT4.0サーバーを使う

方法をとるしかない。

■ 管理しやすいプリントサーバーを選ぶ

以上のことを前提に考えると、このケースで

はAppleTalkを含むマルチプロトコルでマル

チポートのプリントサーバーが向いている。マル

チプロトコルの製品は、多機能なため設定項目

も多く、管理はやや面倒になる傾向があるが、

サーバーOSの管理を避けるために選ぶのだか

ら、多少コストはかかっても管理ツールの充実

したサポートのよいものを選ぶといいだろう。日

本ヒューレット・パッカード「Jet Direct 500X」

の「Jet Admin」、ロジテック「LAN-PSVF3」

に付属する「PS Admin」などのツールは優れ

た管理環境を提供してくれるし、インテルの

「NetportExpress10/100」や、アクシスコミュ

ニケーションズの「AXIS 5600」などはWWW

ブラウザーから設定ができて管理しやすい。

<TypeⅡ>

このタイプの人は……

・SOHOクラスのネットワーク

・サーバーはない

・マッキントッシュとウィンドウズの混在環境
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サーバーOSが不要なので、トータルの管理コストが低減できる。ま

た、トラブル時にもプリンターとプリントサーバーをリセットするだけで復

旧可能だ。さらにマッキントッシュとウィンドウズで簡単にプリンターを

共有できる。

マッキントッシュではやや値が張るPostScriptプリンターが必要にな

る。また、設定もマルチプロトコルゆえの面倒さがある。ただ、サーバ

ーOSが不要という点を考えると、このデメリットは甘受できるだろう。

日本ヒューレット・パッカードのプリント

サーバーでは、同社のプリンターだけを対象

に特別な配慮が施されている。一般の双方向

プリンターをつないだ場合、管理ツールのJet

Adminで確認できるのはプリンター名とオン

ラインかどうかだけだが、同社のプリンター

を使うと、搭載メモリーや設定を確認したり、

またプリンターの設定をリモート管理したり

する機能が提供される。

また、今回は紹介していないが、新潟キヤ

ノテックがキヤノン製プリンター向けに発売

しているプリンター内蔵型のプリントサーバ

ーなどもキヤノンのプリントジョブ管理ソフ

トに対応するなど、きめの細かいプリンター

管理を可能にする仕組みが提供される。

HP製プリントサーバーは同社プリンターとベストマッチ

プリントサーバーのHP JetDirect 500Xと
同社のプリンターHP DeskJet 895Cxi

i486 CPUとメモリー2Mバイトを搭

載し、最大800Kバイト/秒のデータ通

信速度を実現したマルチプロトコル対

応製品。NetBT（NetBIOS over TCP/

IP）にも対応しており、ウィンドウズか

らはネットワークプリンターとして認識で

きる。設定ツール「Netportマネージ

ャ」は、今回試用した中でもっとも使

いやすく設定の自由度が高い。WWW

ブラウザーから設定できる「Web Net

portマネージャ」も利用可能。マッキン

トッシュ環境での印刷設定も簡単だ。

Netport Express10/100 3ポート版
ウェブ設定に対応した高速プリントサーバー

KP-601RS
ブラウザー設定にも対応した1ポートプリントサーバー

インテル（株）
68,000円
サイズ：168（W）×31（H）×

111（D）（mm）
問い合わせ：0298-47-0800
URL：http://www.intel.co.jp/jp/

comm-net/network/products/np/np100.htm

1ポートながらNetBEUIやApple

Talkなどマルチプロトコルに対応。設

定は専用ウィザードを使って行うが、

telnetやWWWブラウザーを使った設

定に対応し、幅広い環境で利用でき

る。NetBEUI環境ではネットワークプ

リンターとして機能し、TCP/IPでは印

刷ソフト「LPRint98」が利用できる。

AppleTalk環境の設定でも、Post

Scriptプリンターを機種名で選択でき

るなど、わかりやすい設定がウリだ。

コマツ
49,800円
サイズ：127（W）×30（H）×

119（D）（mm）
問い合わせ：03-5711-1790
URL：http://www.komatsu.co.jp/

低価格ながらAppleTalkを含むマル

チプロトコル対応で、2ポートのプリン

ターポートを持つ。プリンターポートが

単方向接続方式であるため、プリンタ

ーのステータス確認などはできないが、

telnetでの設定、DHCPクライアント

機能やSNMP対応など、高級機の機

能も取り入れたコストパフォーマンスの

高い製品だ。同社のネットワーク製品

群に採用されているスタッカブルシリー

ズと、専用スペ－サーを使って積み重

ねができる。

LPV-TX
低価格の2ポートプリントサーバー

AXIS 5600
高速双方向ポート搭載のプリントサーバー

（株）メルコ
39,800円
サイズ：190（W）×29（H）×

122（D）（mm）
問い合わせ：052-619-1827
URL：http://www.melcoinc.co.jp/product/print_s.html

最大1Mバイト/秒の高速印刷の可能

な双方向プリンターポートを搭載。32

ビットRISC CPUを採用し、スピードへ

のこだわりはかなりのもの。また、仮想

ポート機能でアスキーをPostScriptに

変換して出力できる、WWWブラウザ

ー設定が可能など、機能面での充実ぶ

りは群を抜く。あえて難をいえば、機能

がたくさんあるだけに設定が難しいと

いうことだろうか。使いこなせるスキル

を持つユーザーにおすすめ。

アクシスコミュニケーションズ（株）
59,800円
サイズ：160（W）×29（H）×120（D）（mm）
問い合わせ：03-3545-8282
URL：http://www.axiscom.co.jp/products/axis_5600/
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ウィンドウズNTサーバーと一緒に使うプリントサーバー
TypeⅡではあえてサーバーを使わないプリント環境を提案し

た。だが、サーバーを導入することで手に入るメリットも計り知

れない。

設定ツールでPS Adminがバツグンの使いよさ

100BASE-TXに対応した製品。2つの双方

向プリンターポートと1つのシリアルポートを備

える。設定ツール「PS Admin」は、ロジテックの

LAN-PSVF3と同じもので、AppleTalkには対

応していないはずなのに設定項目があり、実際

P-NET(PS)100TX
（株）コンテック
48,000円
サイズ ：190（W）×31（H）×117（D）（mm）
問い合わせ：03-5484-2330
URL ：http://www.contec.co.jp/product/

net/jpnetps100.htm

にマッキントッシュから沖データのMICROLINE

600PSⅡへの出力が可能だった。WWWブラウ

ザー設定には対応しないもののtelnetやSNMP

などに対応し、規模の大きいネットワークでの利

用にも十分堪えられる機能を持っている。

歴史あるLANpressシリーズの最新鋭機

プリントサーバーやファックスサーバーで有名

な、米Castelle社のプリントサーバーをローカ

ライズした最新鋭機。日本でもLANpressシリ

ーズは1992年から販売されており、高い実績を

持つ。AppleTalkを除くあらゆるプリント環境に

対応しており、UNIXやNetWareのサポートも充

LANpress 2P/100
米Castelle社（販売はマクニカ（株））
77,000円（5月中旬より）
サイズ ：142（W）×30（H）×101（D）（mm）
問い合わせ：045-476-1960
URL ：http://www.net.macnica.co.jp/product/

castelle/print/c-lanp02.htm

実している。ウィンドウズ95、98からの印刷で

はポートモニターを使ったピア・ツー・ピア印

刷のみだが、ウィンドウズNTではLPR印刷が利

用できる。目新しい機能は少ないが、安心して

使えるプリントサーバーだ。

■ ウィンドウズNTサーバーと
セットで使う

ウィンドウズNTサーバーをファイルやプリン

ター共有ですでに利用している環境にプリン

トサーバーを導入するケースがこのタイプだ。

たとえば、もう1台プリンターが増える予定な

のにサーバーのプリンターポートは1つしかなく、

増設する必要がある場合などが該当するだろ

う。増設用の拡張プリンターポートも製品とし

ては存在するが、決して安くない。もし、プリン

ターポートが足りないのなら、プリントサーバー

を導入してみてはどうだろう。もちろん、印刷

ジョブの管理はウィンドウズNTサーバーに任せ

て、プリントサーバーはいわば増設プリンター

ポートとして機能させるわけだ。TypeⅡのケー

スとは異なり、プリントスプールがサーバー上に

あるため、クライアントは早い段階で印刷処理

から解放され、次の仕事に進むことができる。

また、プリントジョブを調整して急ぎの印刷を

先に済ませるなど、サーバーならではの機能を

利用できるようになる。

■ TCP/IP印刷でUNIXまで統合

ネットワークの規模が大きくなってくると、将

来を見越してTCP/IPをベースにしたネットワ

ークを構築したほうが管理が容易になり、また

ネットワーク全体のパフォーマンスも向上させ

られる。そこで、プリントサーバーもTCP/IPに

よるLPR/LPDに対応したものを選択すると

いい。そうすれば、ウィンドウズNTサーバーと

UNIXが混在した場合でもすべてのコンピュー

タから印刷が可能となる。また、ウィンドウズ

NTサーバーではなくUNIXサーバーを使う場

合は、LPR印刷は必須機能だ。

■ マッキントッシュへの対応

マッキントッシュへの対応は、ウィンドウズ

NT4.0サーバーの「Printer Server for Mac-

intosh」を使う。このサービスはマッキントッシ

ュからのPostScriptによる印刷出力をウィン

ドウズに接続されたプリンターで印刷可能な形

式に変換する機能を提供する。解像度300dpi

モノクロのみという制限はあるが、ウィンドウズ

NTで印刷できるプリンターならどんなもので

も利用できる。また、より正確な印刷が必要な

ケースではPostScriptプリンターを利用すれ

ばいい。したがって、このタイプの環境ではプ

リントサーバーがAppleTalkに必ずしも対応

<TypeⅢ>

このタイプの人は……

・SOHO以上のネットワーク

・サーバー導入済み

・マッキントッシュとウィンドウズの混在環境
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3ポート搭載のプリントサーバー

プリンターポート（シリアル）を3つ持ち、

100BASE-TXに対応した製品。プリンターポー

トは単方向接続方式で、速度面であまり期待で

きないが、ポートあたりのコストパフォーマンスは

高い。ウィンドウズ95、98からの印刷はTCP/IP

またはNet BEUI上でポートモニターを使い、ウィ

ET-FPS3
（株）アイ・オー・データ機器
69,800円
サイズ ：230（W）×34（H）×120（D）（mm）
問い合わせ：076-260-1024
URL ：http://www.iodata.co.jp/products/

plant/etfps3.htm

ンドウズNT ではLPRでの印刷が可能。

NetWareのNDSにも対応する。設定は簡単だ

が、プリントモニターを利用するためすべてのク

ライアントマシンにプリントモニターのインストー

ルが必要になる。また、DHCPクライアントや

WWWブラウザー設定などの機能はない。

サーバーOSのサービスや管理機能を使えるので、ネットワーク全般の

機能のアップグレードが可能。クライアントの印刷時の負荷も軽減さ

れ、快適な印刷環境が手に入る。

サーバーは高価。しかも、管理者の人件費を含めた管理コストがか

かる。管理者のスキルが十分でないと、トラブル時の復旧に時間がか

かり業務がストップする危険も。

している必要はない。

■ ウィンドウズNTサーバーの
パフォーマンスを改善する

ここで、ウィンドウズNTサーバーのパフォー

マンスという視点でプリントサーバーを捕らえ

直してみることにしよう。現在のコンピュータに

搭載されているプリンターポートは非常に簡単

な仕組みしか持たないパラレルポートで、この

プリンターポートでの印刷処理はCPUタイムが

かなりかかる。実際、クライアントからの印刷

出力をスプールに溜め込んで印刷しているとき

のパフォーマンスモニターのグラフを見てみる

と、プリンターポートからの印刷ジョブの送出

が始まった途端CPUタイムを100%消費して

いるのがわかるだろう。一方、これをプリントサ

ーバー経由に変更すると、スプール処理には

多少CPUを使うが、その後の印刷ジョブの実

行にはほとんどCPUを使用しない。これはネ

ットワークへのデータの送出のほうがプリンタ

ーポートに比べてはるかに効率よく処理できる

ことを意味している。つまり、面倒なパラレル

ポートへの出力処理をプリントサーバーが肩代

わりしてくれたのだ。プリントサーバーを導入

すれば、印刷中もサーバーのパフォーマンスが

低下することなく利用できる。印刷する機会

の多いプリンターにプリントサーバーを使うこ

とで、サーバーのパフォーマンスも改善できる

のだ。

ウィンドウズNT4.0サーバーのパフォーマンスモニター画
面。上はプリンターポートにプリンターをつないだ場合、
下はプリントサーバー（HP JetDirect 500X）の場合。印
刷したものはどちらも同じ。赤はCPUタイム、緑はネッ
トワークの入出力を示すグラフだ。

1ポート製品で、低価格ながらTCP/

IPでの印刷に対応し、ウィンドウズNT

のLPRやUNIXからの印刷もできる。

ウィンドウズ95、98で利用できるTCP/

IP用のLPRソフトも付属する。SMB

対応でのネットワークプリンターとして

利用できるので、ピア・ツー・ピア印刷

の場合もドライバーのインストールは

不要だ。もちろん、NetWareにも対応

済み。TCP/IPに対応しない低価格の

「LD-1PST」もある。

LD-1PSTM
TCP/IPにも対応し、UNIXからも印刷可能

Printpro97
プリンター直結型のマルチプロトコル対応機

エレコム（株）
34,800円
サイズ：132（W）×33

（H）×110（D）（mm）
問い合わせ：03-3981-4491
URL：http://www.elecom-laneed.

com/laneed/product/

Ringdale社のマルチプロトコル対応

プリンター直結型の製品。主要なプロ

トコルをすべてサポートし、WWWブラ

ウザ－からの設定にも対応する。上級

機のFastport-100のイーサネットを

10BASE-Tにした廉価版で、価格も抑

えられている。なお、筐体が細長いの

で、プリンターに取り付ける際にはスペ

ースを確認しておきたい。どうしても設

置できない場合は、プリンター用の延

長ケーブルを利用するといい。

（株）理経
32,500円
サイズ：65（W）×30（H）×115（D）（mm）
問い合わせ：03-3345-2189
URL：http://www.rikei.co.jp/hbm/fastport100.htm
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プリントサーバー主要機能一覧表
製品名 Mini PrintServer201 NetHawk WinPrint P CRAB mini HP JetDirect 500X LAN-PSVF3

メーカー プラネックスコミュニ アクトンテクノロジィ 新潟キヤノテック（株） 関西電機（株） 日本ヒューレット・ ロジテック（株）
ケーションズ（株） （株） パッカード（株）

問い合わせ先 0120-415-976 03-3257-9809 025-244-6445 082-877-5190 03-3335-8333 03-5600-1458
標準価格 オープンプライス 15,800円 オープンプライス 17,800円 64,800円 46,800円
実勢価格 8,500円 11,800円 8,300円 15,100円（通販） 42,800円 -

パラレル 1 1 1 1 3 2
プリンターインターフェイス 双方向対応 × ○ × × ○（IEEE1284準拠）*2 ○（IEEE1284準拠）

シリアル - - - - - 1
ネットワークインターフェイス RJ45 RJ45 RJ45 RJ45 RJ45（10/100）、BNC RJ45（10/100）

NetBEUI ○ × × ○ × ○
IPX/SPX ○ ○ ○ ○ ○ ○
TCP/IP × × × ○ ○ ○

印刷対応プロトコル SMB × × × ○ × ○
Apple Talk × × × × ○ ○
IPP × × × × ○ ×
その他 × × × インターネットプリント*1 DLC/LCC ×
Win95/98 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Win NT4.0 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Win NT3.51 ○ ○ ○ ○ ○ ○

印刷対応OS NetWare ○ × × ○ ○ ○
OS/2 × × × × ○ ○
UNIX × × × ○ ○ ○
Macintosh × × × × ○ ○
DHCPクライアント × × × × ○ ○
SNMP × × × ○ ○ ○

管理プロトコル MIB/MIB-Ⅱ × × × ○ ○ ○
DMI × × × × × ×
NetWare NDS × × × ○ ○ ○
その他 × × × × BOOTP、RARP、telnet BOOTP、telnet

プリンターへのステータスレポート × × × × △*3 ○
設定ツール Smart Print Manager2 ○ ○ PS Admin HP Jet Adminなど PS Admin

Win95/98 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Win NT4.0 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Win NT3.51 ○ ○ ○ × ○ ○
UNIX × × × × HP-UX、SunOS4.1.X、 ×

Solaris2.5.X
OS/2 Warp × × × × ○ ×

WWWブラウザーによる設定 × × × × ○ ×
ファームウエアのアップデート（ウェブ） ○ × × ○ ○ ○
サイズ（W×H×D）（mm） 52.5×22×59 52.5×22×59 57×20×55 55×20×52 279×37×138 190×30×116
電源 電源アダプター 電源アダプター 電源アダプター 電源アダプター 電源アダプター 電源アダプター

*1 独自仕様のインターネットプリント *2 HP製プリンター（HP-PCL）では、プリンターの状態を把握可能
*3 テストプリントで状態表示可　　*4 マニュアルには明記がないが、OKI MICROLINE 600PSⅡで利用可能だった。
*5 Castelle Internet Printing
＊実勢価格は4月初旬、秋葉原での店頭価格

3月9日～11日、米ユタ州のノベル社にお

いて、アップル、ヒューレット・パッカード、サ

ン・マイクロシステムズなどベンダー各社が参

加するIPPの相互運用性テストが実施された。

IPPはインターネットでの使用を前提とした新

しい印刷規格で、IETFによって標準規格とし

て採用されている。IPPはこれまでLAN内で

しか使えなかったネットワークプリント環境を

一気にインターネットの規模にまで拡大できる

新しい技術だ。たとえば、IPPが使えるプリン

ターがネットワークとつながっていれば、その

URLを指定するだけで世界中どこからでもそ

のプリンターに出力できるようになる。端的な

例でいえば、これからはファックスの代わりに

IPPが使えるということだ。

ヒューレット・パッカードの「JetDirect 500X」

は初めてこのIPPに対応したプリントサーバー

である。同社のウェブサイトではウィンドウズNT

で動作するソフトウェアの提供を開始してい

る。クライアント環境が整備されていないの

で、今すぐ活用できるというものではないが、

これまでベンダーごとに異なっていた印刷環境

が1つのプロトコルで統一され、どんな環境か

らでもどのメーカーのプリンターやプリントサー

バーでもIPPを使って同じように扱えるメリッ

トは計り知れない。本格的に普及するかどう

かは予断を許さないが、マイクロソフトがウィ

ンドウズ2000でのサポートを表明しており、今

後の動向が注目されるプロトコルだ。

※Internet Printing Protocolの詳細
j http://www.pwg.org/ipp/

プリントサーバーの新機能「Internet Printing Protocol (IPP)」とは何か

設定ツールが対応するOS
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NetportExpress 10/100 LPV-TX KP-601RS AXIS 5600 P-NET(PS)100TX LANpress2P/100 ET-FPS3 LD-1PSTM PrintPro97

インテル（株） （株）メルコ コマツ アクシスコミュニケー （株）コンテック Castelle （株）アイ・オー・ エレコム（株） Ringdale
ションズ（株） マクニカ（株） データ機器 （株）理経

0298-47-0800 052-619-1827 03-5711-1790 03-3545-8282 03-5484-2330 045-476-1960 076-260-1024 03-3981-4491 03-3345-2189
68,000円 39,800円 49,800円 59,800円 48,000円 77,000円（5月中旬より）69,800円 34,800円 32,500円
43,800円 33,800円 - 43,800円 41,000円 - 57,800円 19,800円 -
2 - 1 2 2 - - 1 1
○（IEEE1284準拠） × ○（IEEE1284準拠） ○ ○（IEEE1284準拠） ○ × × ×
1 2 - 1 1 2 3 - -
RJ45（10/100） RJ45（10/100） RJ45（10/100） RJ45（10/100） RJ45（10/100） RJ45（10/100） RJ45（10/100） RJ45 RJ45
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ × ○ × × ○ ×
○ ○ ○ ○ △*4 × × × △
× × × × × × × × ×
× × × × × CIP *5 × × DEC LAT、DLC
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ × ○ ○ × × × × ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
○ ○ ○ ○ △*4 × × × △
○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
○ × × × × × × × ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
BOOTP、RARP、telnet BOOTP、RARP、telnet BOOTP、RARP BOOTP、RARP、telnet BOOTP、RARP、telnet × × RARP ×
○ ○ ○ △*3 × ○ ○ × ○
Netport マネージャ LPVマネージャー SetupWizard for LAN A AXIS NetPilot PS Admin LP Adminほか FPS3CFG LD-1PSTMユーティリティー PRINTSET
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
× × × ○ × ○ × × ×

× × × × × × × × ×
○ × ○ ○ × 今夏より可 × ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
168×31×111 190×29×122 127×30×119 160×29×120 190×31×117 142×30×101 230×34×120 132×33×110 65×30×115
電源アダプター 電源アダプター 内蔵型 電源アダプター 電源アダプター 電源アダプター 電源アダプター 電源アダプター 電源アダプター

IPP対応のJetDirect 500Xでは、特別なソフトウェアをイ
ンストールすることなく、WWWブラウザーでプリントサーバ
ーを管理できる。クライアント側に「HP Internet Printer
Connection」（ウィンドウズNT版のみ）をインストールする
と、IPPを使ったネットワーク印刷ができるようになる。

IPPによるインターネット規模の印刷環境

HP JetDirect 500Xなど 

コンピュータ 

インターネット 

ウィンドウズ2000サーバー 

IPP非対応プリンター 

IPP非対応プリンター 

IPP対応プリントサーバー 

IPP対応プリンター 

IPPにより、ネットワークでの印刷、プリン
ター共有、管理がTCP/IPをベースに標
準化され、メーカー同士の相互接続が保
証される。 
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